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今後のＤＭＯ政策の進め方



論 点（案）

○ 登録要件の見直しだけでは対処しきれない、広範な意見をいただいたところ。
○ 今後の制度改正や指針策定等を検討する上での参考になることから、５～６月頃を
目処に、本有識者会議の取りまとめとしたい。
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（例）
○ＤＭＯのマネジメントとマーケティングの違い
○ＤＭＯのマネジメント強化への支援拡大
○大規模災害時の危機管理
○ロールモデルの横展開ではない唯一の観光地形成
○ＤＭＯとＤＭＣ
○ＤＭＯと観光協会
○人材確保と優秀な人材が活躍できる組織の醸成
○ＤＭＯの規模と数
○特定財源（宿泊税、入湯税、受益者負担金等）への対応
○自主財源のあり方



今後の議論の進め方（案）

既存の先駆的ＤＭＯの

取組状況と成果

今後のＤＭＯのあり方

（世界的なＤＭＯ形成促進含む）

令和７年度

先駆的ＤＭＯ

選定要件

有識者会議としての提言（仮称）

一部反映
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令和７年度先駆的DMOの選定に向けて
①先駆的DMOの選定数（来年度まで残り６選定）を区分で募集する
○広域連携DMO １～２
○地域連携（都府県域）DMO １～２
○地域連携DMO＋地域DMO ３～４

②マネジメントの観点に評価の力点を置く

③財源確保の観点に評価の力点を置く

④申請書で把握できない成果をヒアリングで把握する

⑤地域のバランス、観光地の特性等観光政策の観点を考慮する
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今後の予定（案）
③今後のＤＭＯのあり方
（世界的なDMOの形成
促進含む）

②登録要件変更①先駆的ＤＭＯ選定

○論点整理
【資料３】

○登録要件の見直し
○更新要件の新設
【資料２】

－第6回
12月18日

○骨子(案)－
○４つの先駆的ＤＭＯ
の活動状況等

○選定要件骨子(案)
第７回
年度末

○提言(案)－○選定要件(案)第８回
５月～６月

有識者会議による
提言

ガイドラインの見直し
（年度内発出）

令和７年度
先駆的ＤＭＯの選定アウトプット
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